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The BEST equipment characteristics sub working group is conducting modeling of various machineries for the purpose 

of designing and simulation of air conditioning systems. In this part 181, calculation models of Indirect Evaporative Cooler, 

packaged air conditioners and motor that based on revised JIS are investigated and formulated as additional equipment. 

Indirect Evaporative Cooler is important for simulation of ZEB. The motor based on revised JIS are added the equipment 

characteristics of premium efficiency (IE3). The packaged air conditioners are improved the efficiency in low-middle load 

range for corresponding the revised JIS. 

 

はじめに 

 機器特性 SWG では設計・シミュレーションで求めら

れる空調機器のニーズに配慮し、一連の標準的な機器の

特性を調査、定式化やマップデータ化を行っている 1)。

現在のBEST 機器特性の熱源及び熱源補機における整備

状況を表-1 に示す。この中から本報では、新規に特性調

査が終了した間接気化冷却空調機、JIS 改正（2015）に

対応した電動機及びパッケージ形空調機（EHP、GHP）の

機器特性について報告する。 

１．間接気化冷却空調機 

間接気化冷却空調機とは、気化現象で空気を冷却する

空調機である。その構造はドライゾーン、ウェットゾー

ンと呼ばれる通風経路がプラスチックの板で仕切られ、

交互に積層されており、ウェットゾーンでの気化熱でド

ライゾーンの空気を冷却するものである。給気側である

ドライゾーンが完全にウェットゾーンから独立しており、

非加湿であることが特徴である（図-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 間接気化冷却空調機の概念図 

表－1 機器特性調査の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型式は双流型と分流型があり、双流型はドライゾーン

に外気を、ウェットゾーンに室内からの還気を導入する。

これに対し、分流型はドライゾーンを通過した外気の一
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部をウェットゾーンに導入し、気化冷却を行うものであ

る。図-2に双流型、分流型の代表空気線図、図-3にモデ

ルの入出力、図-4に計算フロー、機器特性データを図-5

に示す。 

1 ユニットの定格風量は 600m3/h であり、DRY 側 WET

側双方の通過風量が増えれば処理熱量比は増えるが、単

位風量あたりの処理熱量比は減る傾向にある。また、WET

側の入口の絶対湿度が小さいほど、処理熱量が増える傾

向であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 代表空気線図 

 

 

 

 

 

 

図－3 モデルの入出力 

 

 

 

 

 

 

図－4 計算フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．電動機 

 電動機の機器特性は、JIS C 4034-30 の改正により、

プレミアム効率の電動機が定義されたため、その機器特

性の整備とともに、標準機、高効率機の機器特性も改め

て整備した。電動機の効率は、定格電動機効率、可変速

時における電動機効率の変化率、インバータ効率を整備

した。定格電動機効率はJIS C 4034-30の標準効率をマ

ップデータ化により整備した。可変速時における電動機

効率の変化率とインバータ効率はメーカーヒアリング

を実施し、特性式化しており、インバータ効率について

は、ヒアリングの結果、現状の特性と変化が無いため、

現状のままとした。なお、現状の機器特性は2P、4Pの

特性を合成して、１つの機器特性としているが、建築物

に設置される電動機の状況を考慮し、新規機器特性は

2P,4P,6Pの特性をそれぞれ別に整備した。図－6にイン

バータの効率、図－7に電動機の定格効率、図－8に可

変速時における電動機効率の変化率を示す。 

 電動機の定格効率は、2極、4極、6極の順で低くなる。

また、定格効率プレミアム効率の定格効率は、標準機の

効率の約1.05倍、高効率機の効率の約1.02倍となって

いる。可変速時の電動機効率の変化率は周波数が小さい

場合は極数や電動機の種類で差異が生じるが、20Hz 以

上では、大きな変化は見られない。 

表－2 電動機の定格効率 
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３．パッケージ形空調機 

 3.1 EHP 

 EHPは、すでにBESTの機器特性として整備されている

が、JIS B 8616の改正に伴い、性能が向上している可能

性があったため、調査を行った。主に中間負荷率でのCOP

が向上しているとのことであったので、改めて機器特性

を整備した。なお、JIS B 8616ではAPFの評価点が追加

され、８点（冷房：定格標準、中間標準、中間中温、最

小中温、暖房：定格標準、中間標準、最小標準、最大低

温）による評価となっており、BESTにおいても、APFを

利用した機器特性データの整理を試みた。APF を利用し

た機器特性の補正方法（部分負荷特性、最大能力、最大

入力等）を、代表的な機器から作成したが、各特性式の

影響が能力やメーカーで異なったため、その再現性の低

さより導入を断念した。低負荷域の機器特性については、

これまで他の機器と同様にある負荷率以降は入力一定と

していたが、今回の調査で、JISにあわせてCD値0.5と

して検討し、新たに特性式化を行うとともに、待機電力

についても調査を行い、整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今回の機器特性の変更は、冷暖切替機種を対象

としており、冷暖同時機種、水熱源機種、氷蓄熱機種に

ついては、2010年に整備された現状の機器特性を変更し

ていない。 

 新たに整備した機器特性データ（図-7,8,9,10）を示す。 

 電気入力及びCOPを確認すると、中間～低負荷域部分

で効率が向上していることがわかる。新しくAPFの定義

が追加されることで、部分負荷域での性能向上を促進し

たことが、この性能向上の要因であると考えられる。 

 3.2 GHP 

 GHP も EHP と同様に調査を行い、現状の機器特性の係

数変更、低負荷域の特性について整備した。加えて、こ

れまでGHPでは、室外機の電気入力について、外気温の

みによる特性式化を行っていたが、より影響度の高い負

荷率による特性式化を行った。 

 以下、新たに整備した機器特性データ（図－

11,12,13,14）、室外機電気入力特性データ（図－15）を

示す。 
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表－3 可変速時における電動機効率の変化率 
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 GHPでもEHPと同様に低負荷域での入力が小さくなり、

COPが向上している。また、最低負荷以下（負荷率0.25

未満）では、ON-OFF領域となるが、EHPと同様にJISに

あわせてCD値0.5としている。 

 

 

 

 

 

 

図－6 EHPの機器特性データ（冷房、電気入力） 

 

 

 

 

 

 

図－7 EHPの機器特性データ（冷房、COP） 

 

 

 

 

 

 

図－8 EHPの機器特性データ（暖房、電気入力） 

 

 

 

 

 

 

 

図－9 EHPの機器特性データ（暖房、COP） 

 

 

 

 

 

 

図－10 GHPの機器特性データ（冷房、ガス入力） 

 

 

 

 

 

 

図－11 GHPの機器特性データ（冷房、COP※） 

 

 

 

 

 

 

 

図－12 GHPの機器特性データ（暖房、ガス入力） 

 

 

 

 

 

 

図－13 GHPの機器特性データ（暖房、COP※） 

 

 

 

 

 

 

 

図－14 GHPの機器特性データ（室外機電気入力） 

まとめ 

 BEST で行っている空調機器及び JIS2015 に対応した

機器特性の整備状況、および機器特性の整備方法の検討

に関して報告した。今後も、新規機器・システムに関し

ての調査の継続検討を行う予定である。   
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※GHPにおけるCOP（冷房・暖房共）は、ガス入力に対する能力を示す。
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